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新緑の山の中、おいしそうですね。新緑の山の中、おいしそうですね。
電話 0555‑25‑2121、ＦＡＸ0555‑20‑2015、Ｅメール gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp まで
インターネットでも議会内容が閲覧できます。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp

あなたの声を議会に！
山梨県西桂町

５月 25 日、 三ツ峠歩け歩け運動５月 25 日、 三ツ峠歩け歩け運動
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特
集
　
議
会
報
告
会

議会報告会は、議会活動の状況を地域に出向いて町民に直接報
告・説明し、議会活動に対する意見、町政に対する提言などを直接聴
取する機会として実施しました。
なお、報告会開催に際し各区にご協力をいただくとともに、参加者

にはアンケートにご協力をいただきました。アンケート結果及び住
民の皆様からのご意見は、今後の町政に反映させていただきます。

町政につなげます
議会報告会を初めて開催 １６９人参加

議会報告会アンケート結果、 主な一言
問： 議会報告会を来年も続けた方が良いですか。

プラス評価 マイナス評価 その他
評価

継続
意見交換の場があった
方が良い。

中止

地元議員の支持者に対
し、議会の説明や相談
事、議会で検討してほ
しいことなどを話し合
う機会が必要

どちら
でも 議会だよりで分かる。

継続

町民が議会を身近に感
じ、生の声や顔を合わ
せて語ることの第一歩
として成功です。

中止
組長、地区役員に対し
ての報告ではあまり意
味がない。

どちら
でも

報告より質疑応答を
メインにするべきだ。

継続 住民の参画意識を高め
るためにも必要。 中止 続けたければもっと時

間を作るべき。
どちら
でも

人数集めのために各種
団体に参加要請するの
は止めてもらいたい。

継続
次回からは、町民の提
案も具体的に報告でき
るため。

どちら
でも

意見を吸い上げたり、
認識を統一したりの意
識が乏しかった。

継続 書面より話し合いで分
りやすい。

どちら
でも

自主的に参加できるよ
うに、もっと行政に興
味を持った方が良い。

継続
町民として内容に関心を
持つべきだと思った。そ
の他で良い意見が出たの
で、ぜひ続けるべき。

意  見 評価 意  見 評価 意  見
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住民の声を  
テーマ
１、平成 25年度議会活動に関すること（予算、活動日数等）
２、平成 25年度に議決した主な議案の審議状況
３、平成 25年度に取り上げられた一般質問及び各委員会

所管事務調査
４、町政全般にわたる意見交換

５地区で地元住民が参加！

議会改革
検討委員会
事業

満足
14%

満足
15%

満足
14%

やや満足
24%

普通
45%

やや
不満
11%

不満
3%

無回答
3%

満足
15%

やや満足
23%

普通
46%

やや不満
8%

不満
3%

無回答
5%

続けるべき
66%

続けるべき
66%

どちらで
も良い
25%

やめる
べき
6%

無回答
3%

いつも見
ている
8%

時々見て
いる
44%

見たこと
がない
47%

無回答
1%

議
会
報
告
へ
の
評
価

質
疑
応
答
へ
の
評
価

報
告
会
継
続
へ
の
評
価

議
会
放
送
視
聴
の
有
無

平成 26年度議会報告会参加者アンケート集計表
●アンケート回答者１５０名（回答率  88.8％）
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特
集
　
議
会
報
告
会

2本町地区
日 時：６月６日  会 場：本町公民館
参加者：３０名

1上町地区
日 時：５月２９日  会 場：上町公民館
参加者：３３名

上
町
住
民
 
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
を

木
造
で
建
築
す
る
な
ら
ば
、

地
元
に
建
築
関
係
業
者
が
い

る
の
で
、
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
会

な
る
べ
く
町
内
の
業

者
を
使
う
よ
う
に
と
い
う
こ

と
は
再
三
申
し
上
げ
て
お
り
、

出
来
る
だ
け
真
摯
に
対
処
し

て
い
き
た
い
。

上
町
住
民
 
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
と

い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
役
割
を
整
理
す
れ
ば
、

改
修
だ
け
で
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
は

十
分
に
機
能
す
る
の
で
は
。

議
会

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
は
大
規

模
改
修
を
す
る
か
、
建
替
え

る
か
、
機
能
面
も
含
め
て
議

会
の
方
で
審
議
中
で
す
。

上
町
住
民
 
役
場
は
町
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的

な
提
案
と
、
そ
れ
を
行
動
に

移
す
努
力
が
足
り
な
い
。

議
会

議
会
・
行
政
・
町
民

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
問
題
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
今
後
も
ご
意
見
を
い
た

だ
い
て
、
具
体
的
な
方
法
等

も
お
考
え
い
た
だ
け
れ
ば
あ

り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
町
住
民
 
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
の
供
用
開
始
に
当
た

っ
て
は
、
通
学
す
る
児
童
生

徒
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

議
会

議
会
の
方
で
は
６
月

定
例
議
会
に
お
い
て
担
当
課

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
、
し

っ
か
り
検
証
を
行
い
ま
す
。

信
号
設
置
を
強
力
に
お
願

い
を
し
て
い
き
た
い
。

本
町
住
民
 
議
員
報
酬
を
日

当
制
に
し
て
一
日
あ
た
り
の

単
価
を
高
く
設
定
す
れ
ば
。

議
会

山
梨
の
場
合
に
は
全

国
的
に
議
員
報
酬
が
低
く
、

県
内
町
村
全
体
で
議
員
報
酬

の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

本
町
住
民
 
災
害
時
に
行
政
、

関
係
団
体
、
個
人
間
で
連
係

が
取
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら

訓
練
に
努
め
、
日
赤
奉
仕
団

の
活
動
強
化
も
図
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

議
会

各
種
団
体
が
連
携
し

て
い
く
と
い
う
よ
う
に
町
執

行
部
が
動
い
て
い
る
そ
う
で

す
。
日
赤
奉
仕
団
に
つ
い
て

は
真
摯
に
対
応
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

各会場にあふれる
皆様のご提言

いただきましたご意見、ご提言は
今後、速やかに取り組みます。
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3倉見地区
日 時：６月８日 会 場：倉見公民館 
参加者：２８名

4下暮地地区
日 時：６月１５日 会 場：下暮地公民館
参加者：２３名

5柿園地区
日 時：６月１８日 会 場：柿園公民館
参加者：５５名

倉
見
住
民
 
経
常
収
支
比
率

87
・
３
％
と
い
う
こ
と
で
、

行
政
は
節
約
を
徹
底
す
べ
き

で
す
。

議
会

出
来
る
だ
け
経
費
の

節
減
に
向
け
努
力
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

倉
見
住
民
 
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の

改
修
に
当
た
っ
て
は
、
経
済

性
を
重
視
し
て
よ
り
よ
い
方

向
を
選
択
し
た
方
が
良
い
。

議
会

調
整
会
議
は
木
造
平

屋
建
て
の
答
申
、
議
会
の
方

で
は
今
ど
う
い
っ
た
方
法
が

良
い
の
か
、
幅
広
く
意
見
を

お
伺
い
し
て
、
今
後
の
方
針

を
立
て
た
い
。

倉
見
住
民
 
事
業
で
営
業
努

力
を
し
て
お
金
を
余
ら
せ
た

と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
聞
か

な
い
。
足
り
な
け
れ
ば
補
正

予
算
を
組
む
と
い
う
感
じ
で

す
。
役
場
に
努
力
す
る
よ
う

言
っ
て
も
ら
い
た
い
。

議
会

業
者
の
選
定
方
法
と

か
、
そ
こ
も
チ
ェ
ッ
ク
を
し

て
、
出
来
る
だ
け
有
利
な
方

法
で
事
業
執
行
す
る
よ
う
、

意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

下
暮
地
住
民
 
区
要
望
事
項

に
つ
い
て
行
政
で
は
な
か
な

か
実
施
し
て
い
た
だ
け
な
い
。

議
会
で
も
不
十
分
で
あ
れ
ば

執
行
部
に
意
見
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
会

私
共
も
執
行
部
と
も

協
力
を
し
な
が
ら
、
出
来
る

だ
け
ご
期
待
に
沿
う
よ
う
検

討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
暮
地
住
民
 
西
桂
町
も
人

口
減
が
心
配
さ
れ
る
。
人
口

が
減
少
し
な
い
よ
う
行
政
に

よ
る
積
極
的
な
支
援
を
。

議
会

議
員
の
方
か
ら
６
月

議
会
の
一
般
質
問
も
出
て
い

る
と
お
聞
き
を
し
て
お
り
ま

す
。
官
民
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
い
け
る
組
織
を
早
急
に
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
。

下
暮
地
住
民
 
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

の
改
修
か
、
建
て
替
え
か
と

い
う
問
題
が
出
て
い
ま
す
が
、

い
つ
ま
で
検
討
が
続
く
の
で

す
か
。

議
会

町
の
た
め
に
ど
う
す

る
の
が
一
番
良
い
の
か
と
い

う
こ
と
を
、現
在
、真
剣
に
議

論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

柿
園
住
民
 
県
道
富
士
吉
田

西
桂
線
と
国
道
と
の
交
差
点

は
危
険
性
が
あ
る
の
で
、
供

用
開
始
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

議
会

議
会
も
一
緒
に
な
っ

て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

柿
園
住
民
 
下
水
道
を
接
続

に
よ
り
水
道
料
が
３
倍
近
く

上
が
っ
て
い
る
。
未
接
続
地

区
と
比
べ
る
と
不
公
平
感
を

感
じ
る
。
未
接
続
が
な
い
よ

う
事
業
を
進
め
、
指
導
を
徹

底
し
て
も
ら
い
た
い
。

議
会

皆
さ
ん
の
ご
意
見
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
執
行
者

と
真
摯
に
話
し
合
い
ま
す
。

柿
園
住
民
 
区
長
の
報
酬
が

低
す
ぎ
ま
す
。

議
会

執
行
部
へ
ご
提
言
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

柿
園
住
民
 
町
で
は
余
裕
が

な
い
の
で
、
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
新

築
な
ど
、
経
費
の
か
か
る
事

業
は
見
直
し
く
だ
さ
い
。

議
会

議
会
も
責
任
を
持
っ

て
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
時
間
を
か
け
て
検
討
し

て
い
ま
す
。
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平
成
26
年
６
月
定
例
会
・
各
常
任
委
員
会
審
査

６月定例会は平成26年６
月１３日に招集され、同日に
本会議、この後会期中に各常
任委員会審査会が開催され、
１３日間の会期の中、２５日
の本会議をもって閉会いた
しました。
町長より条例３件、補正予

算１件、その他議案４件、計
８件が提案され、全ての議案
が全員賛成にて、原案のとお
り可決・承認されました。
また、人事案件２件を全員

賛成にて決定しました。

６月 定例会６月 定例会６月 定例会６月 定例会平
成
25
年
度
西
桂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

事務は親切ていねいに
     小中学校いじめ防止対策強化へ

臨時福祉給付金及び
子育て世帯臨時特例給付金受付窓口は
いきいき健康福祉センターです。

●
主
な
委
員
質
疑

問
 
予
算
書
事
項
別
明
細
書

の
説
明
欄
に
目
的
基
金
の
名

称
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
で
す
か
。

総
務
課
長

本
予
算
書
作
成

に
お
い
て
は
、
山
梨
県
下
市

町
村
の
共
同
利
用
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
表
示
を
行
う
た

め
に
は
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用

が
別
途
発
生
し
ま
す
の
で
、

概
要
説
明
書
で
補
足
し
て
お

り
ま
す
。

問
 
財
政
調
整
基
金
に
積
み

立
て
る
こ
と
は
、
特
別
交
付

税
を
受
け
て
い
る
団
体
に
も

関
わ
ら
ず
裕
福
で
あ
る
と
の

評
価
を
国
・
県
よ
り
受
け
て
し

ま
う
恐
れ
は
な
い
の
で
す
か
。

総
務
課
長

財
政
調
整
基
金

は
基
準
財
政
需
要
額
の
最
低

10
％
を
積
み
立
て
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、

今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
基
金
は
災
害
時
等
、
緊
急

時
の
財
源
と
し
て
活
用
す
る

予
定
で
す
。

各
基
金
の
積
み
増
し
を

意
見

各
基
金
の
積
立
総
額

は
、
町
債
総
額
に
比
べ
て
低

い
水
準
で
あ
る
の
で
、
で
き

る
だ
け
積
み
増
し
す
る
よ
う

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

●
主
な
委
員
質
疑

問
 
臨
時
福
祉
給
付
金
及
び

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
に
つ
い
て
、
該
当
者
に
は

通
知
す
る
の
で
す
か
。

福
祉
保
健
課
長

対
象
者
に

は
後
日
、
個
別
に
通
知
し
ま

す
。給付

金
の
説
明
と
申
請
は

て
い
ね
い
に
対
応
を

問
 
全
世
帯
に
制
度
説
明
の

た
め
の
通
知
を
行
っ
て
い
ま

平
成
26
年
度
西
桂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

し
た
が
、宛
名
も
無
け
れ
ば
、

町
長
名
等
に
よ
る
文
書
が
添

え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

不
審
な
通
知
と
受
け
取
ら
れ

た
り
、
内
容
が
理
解
で
き
な

い
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

福
祉
保
健
課
長

タ
ウ
ン
メ

ー
ル
に
よ
り
全
世
帯
に
通
知

し
ま
し
た
。
該
当
者
に
は
改

め
て
通
知
し
ま
す
が
、
役
場

で
把
握
で
き
な
い
受
給
対
象

者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

制
度
説
明
書
に
一
文
添
え
る

こ
と
に
つ
い
て
は
ご
指
摘
の

と
お
り
で
し
た
。今
後
、注
意

し
ま
す
。
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住民にお知らせする
給付金申請はいきいきセンターへ・    

駅と同じレプリカをグリーンセンターに設置予定

６月定例会
人事案件

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
選
挙
︵
全
員
賛
成
︶

●
委
員
当
選
者

●
補
充
員
当
選
者

前
田
太
万
亀
︵
新
任
︶

礒
辺
　
一
男
︵
新
任
︶

小
野
田
秋
男
︵
新
任
︶

相
澤
　
好
二
︵
再
任
︶

渡邉和勇（新任）梅田敏夫（新任）渡邉 速（新任）権守文夫（再任）

●
主
な
委
員
質
疑

問
 
い
じ
め
防
止
対
策
推
進

法
施
行
条
例
の
審
議
前
に
関

連
予
算
を
可
決
す
る
こ
と
は
、

整
合
性
が
取
れ
ず
矛
盾
し
て

い
な
い
の
で
す
か
。

議
会
事
務
局
長

議
会
運
営

上
、
条
例
と
予
算
は
別
個
の

案
件
で
処
理
す
れ
ば
よ
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

町
長

予
算
が
仮
に
通
っ
て

も
、
条
例
が
施
行
し
な
け
れ

ば
、
事
業
は
執
行
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。

だ
る
ま
石
の
レ
プ
リ
カ

グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
設
置

問

だ
る
ま
石
の
レ
プ
リ
カ

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど

こ
へ
設
置
す
る
の
で
す
か
。

産
業
振
興
課
長

駅
の
ホ
ー

ム
に
あ
る
も
の
と
同
じ
も
の

で
す
。
設
置
に
つ
い
て
は
三

ツ
峠
グ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
を
検

討
し
て
お
り
ま
す
。

問

除
雪
作
業
の
中
で
破
損

し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
修

理
代
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す

が
、通
常
、委
託
契
約
に
も
と

づ
き
業
者
が
作
業
を
行
っ
た

●
主
な
委
員
質
疑

意
見

い
じ
め
問
題
対
策
連

絡
協
議
会
委
員
の
任
期
が
２

年
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
間
に

議
論
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
１
年

の
委
員
が
混
在
す
る
こ
と
は

制
度
設
計
上
、
考
え
方
が
お

か
し
い
と
感
じ
ま
す
。

問
 
教
師
に
よ
る
児
童
・
生

徒
へ
の
い
じ
め
、
虐
待
に
対

す
る
教
育
委
員
会
と
し
て
の

処
分
は
。

教
育
長

学
校
の
教
師
の
大

多
数
は
県
で
採
用
し
て
い
ま

す
。
教
師
の
非
行
に
対
し
て

は
県
教
育
委
員
会
が
処
分
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

意
見

市
町
村
教
育
委
員
会

に
よ
る
処
分
も
で
き
る
は
ず

で
す
。
先
進
事
例
を
調
査
検

討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
 
西
桂
町
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
の
内
容
で
他
の
市
町

村
と
異
な
っ
て
い
る
部
分
が

あ
る
の
で
す
か
。

町
長

他
の
自
治
体
に
先
駆

け
て
制
定
し
た
関
係
か
ら
比

較
が
で
き
ま
せ
ん
。

場
合
は
、
請
負
業
者
の
負
担

で
修
理
す
る
も
の
で
は
な
い

で
す
か
。

建
設
水
道
課
長

委
託
契
約

書
の
約
款
に
天
災
等
の
場
合

は
そ
の
限
り
に
あ
ら
ず
と
さ

れ
、
今
回
の
降
雪
は
災
害
認

定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
発

注
者
で
あ
る
町
が
負
担
し
ま

す
。

平
成
26
年
度
西
桂
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
施
行
条
例
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平
成
26
年
６
月
定
例
会
・
本
会
議

﹁
地
域
防
災
の
推
進
﹂

防
災
計
画
の
見
直
し

西
桂
町
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
山
梨

県
地
域
防
災
計
画
と
の
整
合

性
を
図
り
、
地
区
災
害
時
集

合
場
所
看
板
の
設
置
に
つ
い

て
も
本
年
度
か
ら
２
カ
年
計

画
で
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

県
事
業
の
砂
防
事
業

下
暮
地
地
区
の
宮
作
沢
砂

防
事
業
に
つ
い
て
は
、
流
路

工
等
の
工
事
が
着
工
さ
れ
て

画
﹂の
作
成
を
行
い
、地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
子
育
て
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

﹁
観
光
の
振
興
﹂

三
ツ
峠
登
山
者
数
は

本
年
５
月
に
だ
る
ま
石
付

近
に
登
山
者
カ
ウ
ン
タ
ー
を

設
置
、
５
月
３
日
か
ら
６
月

９
日
ま
で
の
登
下
山
者
数
は
、

登
り
が
１
千
８
１
７
人
、
下

り
が
１
千
６
３
１
人
で
し
た
。

今
後
、
登
山
者
の
動
態
把
握

に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
活
用
な
ど
町
の
活
性
化

に
役
立
て
ま
す
。

ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

本
年
の
夏
ま
つ
り
の
主
題

を
産
業
振
興
と
観
光
振
興
、

副
題
を
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
と
し
、
皆
様
の
ご
協

力
を
い
た
だ
く
中
で
、
６
月

９
日
に
新
た
な
実
行
委
員
会

を
組
織
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線

本
年
12
月
ま
で
供
用
開
始
延
期

お
り
、
平
成
28
年
度
完
成
を

目
指
し
て
事
業
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。

﹁
子
育
て
支
援
﹂

５
月
14
日
よ
り
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
会
議
の
開
催

教
育
・
保
育
そ
の
他
の
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、﹁
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

会
議
﹂
を
中
心
と
し
た
幅
広

い
意
見
を
取
り
ま
と
め
て
、来

年
３
月
に
は
、
５
年
間
を
一

期
と
す
る
西
桂
町
の
﹁
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

県道富士吉田西桂線の現状

産
業
や
観
光
・
教
育
・
子
育
て
な
ど
が
充
実
し
、
ま

た
自
立
し
た
町
の
実
現
に
向
け
、
将
来
を
見
据
え
た
対

策
を
講
じ
て
い
く
た
め
、
国
の
政
策
の
検
討
や
見
直
し

を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小林町長
行政報告

テ
ィ
の
核
と
な
る
夏
ま
つ
り

と
な
り
ま
す
よ
う
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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だるま石の登山者カウンターの現況三ツ峠歩け歩け運動出発前の準備体操

﹁
道
路
及
び

橋
り
ょ
う
の
整
備
﹂

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の

整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
２

月
の
大
雪
の
影
響
で
倉
見
渡

辺
木
工
前
交
差
点
か
ら
上
町

旧
佐
藤
鉄
工
前
交
差
点
ま
で

の
区
間
の
供
用
開
始
可
能
時

期
が
平
成
26
年
12
月
中
に
延

期
に
な
る
と
の
報
告
を
県
か

ら
受
け
て
お
り
ま
す
。

倉
見
区
か
ら
歩
行
者
と
車
両

の
安
全
確
保
を
要
請

倉
見
区
か
ら
安
全
確
保
が

図
ら
れ
る
ま
で
一
部
供
用
開

始
時
期
の
延
期
要
請
が
出
さ

れ
、
町
も
富
士
東
部
建
設
事

務
所
及
び
県
交
通
規
制
課
に

安
全
確
保
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
る
中
で
万
全
な
体
制
で

の
供
用
開
始
が
図
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

﹁
上
下
水
道
事
業
の
推
進
﹂

上
町
地
内
で
下
水
道
工
事

下
水
道
事
業
は
６
月
以
降
、

第
２
処
理
分
区
の
工
事
を
計

画
し
小
沼
中
央
線
、
㈱
槇
田

商
店
工
場
前
か
ら
一
乗
寺
山

門
ま
で
の
延
長
約
１
８
３
ｍ

の
工
事
及
び
一
乗
寺
山
門
か

ら
サ
ン
ケ
ー
工
業
前
ま
で
の

延
長
約
１
５
１
ｍ
の
工
事
を

６
月
に
発
注
し
、11
月
末
、完

成
予
定
で
進
め
る
予
定
で
す
。

水
道
事
業
は
、
下
水
道
工

事
に
合
わ
せ
小
沼
中
央
線
水

道
取
出
工
事
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
上
町
地
区
の
住
民

の
皆
様
に
は
初
め
て
の
下
水

道
工
事
と
な
り
、
ご
理
解
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

﹁
生
涯
学
習
の
推
進
﹂

第
40
回

三
ツ
峠
歩
け
歩
け
運
動

５
月
25
日
に
実
施
さ
れ
、

総
勢
２
６
８
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
体

育
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
団
体
の
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
来
年

か
ら
も
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

６月定例会・条例制定改正等 賛成全員
地方税法の一部を改正する法律が平成26年3月31日に公布さ
れ、4月1日施行に伴う当該条例について所要の改正税条例の一部改正（専決処分）

税条例の一部改正と同様国民健康保険税条例の一部改正

地方税法の一部を改正する法律が平成26年3月31日に公布さ
れ、当該条例について所要の改正税条例の一部改正

いじめ防止対策推進法が施行されたことに伴い、法に基づく組
織を設置するのに必要な事項についての条例制定いじめ防止対策推進法施行条例の制定

山梨県ひとり親家庭医療費助成事業費補助金交付要綱が改正さ
れたことに伴い、当該条例について所要の改正

ひとり親家庭医療費助成に関する条例
の一部改正

推薦者：柏木 正議員農業委員会委員の推薦

３月定例会・補正予算
会     計

平成25年度一般会計補正予算（第5号） ５千３１３万円 ２０億４千１６８万円

平成26年度一般会計補正予算（第1号） ４５１万円 １９億６千３３万円

平成26年度一般会計補正予算（第2号） １千４１万円 １９億７千７４万円

補 正 額 補正後の予算総額
賛成全員

○歳入 地方交付税5千153万円増額、基金繰入金1千693万円減額
○歳出 財政調整基金4千600万円増額

○歳入 国庫負担金・子育て世帯臨時特例給付232万円増額、国庫補助金・臨時福祉給付金給付補助金219万円増額
○歳出 社会福祉総務費・臨時福祉給付経費219万円増額、児童措置費・児童手当給付経費232万円増額

○歳入 臨時福祉給付金給付補助金117万円増額、雪害緊急対策事業費補助金240万円増額、繰越金618万円増額
○歳出 税務総務費・臨時職員賃金207万円増額、農業振興費・雪害緊急対策事業費補助330万円増額、道路維持

費・除雪作業により破損した施設修繕200万円
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平
成
26
年
６
月
定
例
会
・
委
員
会
事
務
調
査

会
に
お
い
て
、﹁
︵
仮
称
︶
庁

舎
整
備
基
金
﹂
条
例
制
定
案

を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

毎
年
、当
初
予
算
で
は
、科
目

存
置
予
算
の
１
千
円
を
計
上

し
、
３
月
専
決
処
分
に
よ
る

補
正
予
算
に
お
い
て
、
３
千

万
円
以
上
を
積
立
て
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
現
役
場
庁
舎
敷
地
は
手

狭
で
、
現
在
地
で
の
建
て
替

え
は
考
え
に
く
い
と
思
い
ま

す
。
役
場
庁
舎
建
設
の
た
め

の
敷
地
確
保
が
優
先
さ
れ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長

役
場
庁
舎
整
備

基
金
と
し
て
、
土
地
購
入
及

び
建
設
の
両
方
の
費
用
を
含

む
基
金
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
 
役
場
庁
舎
整
備
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
の
金
額
を
想
定

し
て
、
基
金
は
ど
れ
ほ
ど
積

み
立
て
る
の
で
す
か
。

総
務
課
長

土
地
代
込
み
で

20
億
円
規
模
の
事
業
と
想
定

し
て
お
り
、
整
備
基
金
と
起

債
で
賄
う
た
め
、
20
年
間
で

10
億
円
以
上
を
積
み
立
て
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
 
町
債
を
予
定
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
後
世
に

借
金
を
残
す
こ
と
は
好
ま
し

く
な
い
の
で
は
。

総
務
課
長

一
般
に
公
共
施

設
建
設
の
財
源
確
保
に
あ
た

っ
て
は
、
基
金
と
地
方
債
で

賄
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
の
受
益
者
と
と

も
に
将
来
の
受
益
者
に
も
負

担
し
て
も
ら
い
ま
す
と
の
考

え
方
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

意
見

人
口
減
少
社
会
の
中
、

20
年
後
の
西
桂
町
の
将
来
像

も
現
在
と
は
異
な
っ
て
お
り

ま
す
。
で
き
る
だ
け
後
世
に

負
担
を
残
さ
な
い
よ
う
に
、

普
段
よ
り
義
務
的
経
費
を
少

し
で
も
減
ら
す
努
力
を
お
願

い
し
た
い
。

総
務
課
長
概
要
説
明

昭
和
45
年
12
月
に
竣
工
し

た
役
場
庁
舎
が
来
年
度
築
45

年
を
迎
え
る
た
め
、
耐
用
年

数
65
年
が
経
過
す
る
平
成
47

年
12
月
以
降
の
建
設
が
予
想

さ
れ
る
役
場
庁
舎
に
つ
い
て
、

建
設
財
源
確
保
の
た
め
に
積

み
立
て
を
今
年
度
よ
り
開
始

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

基
金
等
の
積
立
に
関
し
て

は
、特
別
交
付
税
、各
種
交
付

金
等
の
確
定
す
る
３
月
25
日

頃
を
待
っ
て
、
基
金
等
を
含

む
補
正
予
算
を
専
決
処
分
に

よ
り
、
積
立
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
回
の
︵
仮

称
︶
庁
舎
整
備
基
金
に
つ
い

て
も
、
平
成
27
年
３
月
定
例

本件については、20年
間でおよそ 10億円を積
み立てるための基金であ
ることを確認しました。
少子化人口減少社会に

よる不透明な将来像の
中、できるだけ後世に負
担を残さないために基金
の積み増しができるよ
う、経常経費削減に努力
することを求めるもので
あります。

調査事項
総務委員会
6月19日実施

役場庁舎の状況バリアフリー化が求められる役場庁舎

結果２０年後の建設に向け
毎年３千万円以上を積立

役場庁舎整備基金とは
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て
い
ま
す
。

２
、利
用
状
況

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
の
現
在
の
利

用
状
況
は
、
学
童
保
育
・
児

童
館
の
利
用
は
年
間
延
べ
９

千
人
超
え
の
状
況
、
教
育
文

化
活
動
に
よ
る
利
用
は
年
４

千
人
半
ば
で
推
移
し
て
い
ま

す
。町

民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
面
か

ら
、
今
後
必
要
と
さ
れ
る
機

能
と
し
て
、
老
人
福
祉
施
設

機
能
の
廃
止
、
児
童
・
高
齢

者
・
身
障
者
に
利
用
し
や
す

い
よ
う
２
階
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
、

土
日
開
放
を
考
慮
す
る
と
防

犯
機
能
の
整
備
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
今
後
、
学
童
保
育
は
小

学
校
体
育
館
で
実
施
す
れ
ば

よ
い
の
で
は
。

教
育
長

小
学
校
で
実
施
す

る
こ
と
は
、
学
童
保
育
を
利

用
す
る
児
童
と
そ
う
で
な
い

児
童
が
校
内
で
混
在
す
る
中
、

安
全
管
理
指
導
上
、
責
任
の

所
在
が
あ
い
ま
い
に
な
り
ま

す
。

意
見

小
学
校
と
協
議
を
し

て
、
小
学
校
体
育
館
で
の
学

童
保
育
の
実
施
を
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

意
見

建
て
替
え
に
つ
い
て

は
以
前
に
町
長
か
ら
提
示
を

受
け
て
お
り
ま
す
が
、
全
面

改
修
に
関
す
る
費
用
の
提
示

が
不
十
分
な
の
で
、
改
め
て

精
査
し
た
内
容
の
説
明
を
受

け
て
、
比
較
検
討
し
て
か
ら

態
度
を
表
明
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

問
 
い
つ
頃
ま
で
に
改
修
計

画
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
か
。

教
育
長

来
年
度
予
算
に
事

業
、
執
行
費
用
を
計
上
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

委
員
長

９
月
の
議
会
で
は

町
長
よ
り
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
整
備

に
つ
い
て
、
執
行
に
対
す
る

見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

教
育
長
概
要
説
明

１
、施
設
の
状
況

Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
は
昭
和
53
年

４
月
竣
工
、
築
36
年
が
経
過

し
、
建
物
の
躯
体
に
は
著
し

い
劣
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、

館
内
各
所
に
お
い
て
雨
漏
り

が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
電

気
設
備
、
空
調
整
備
の
各
機

器
が
標
準
対
応
年
数
を
超
え

て
お
り
、
現
状
に
お
い
て
空

調
設
備
の
不
具
合
、
給
配
水

管
設
備
に
お
い
て
は
腐
食
漏

水
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

耐
震
・
耐
用
性
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
度
に
実
施
し

た
耐
震
診
断
報
告
書
に
よ
れ

ば
耐
震
目
標
値
Ｉ
Ｓ
は
０
・

75
と
な
っ
て
お
り
、
現
状
に

お
い
て
は
地
震
に
よ
る
振
動

等
に
よ
る
倒
壊
、
崩
壊
す
る

危
険
性
は
低
い
と
判
定
さ
れ

調査事項
建設文教委員会
6月19日実施

ＹＬＯ会館内部を確認する町議会

結果 改修の手法を決定し
来年度の事業化を目指す

ＹＬＯ会館の改修は

本件については、平成
26年 9月定例会までの
継続調査となりました。
同年 9月の委員会で

は町長見解を伺うとと
もに、議員各位での意見
交換を行い、ＹＬＯ会館
の整備に向けて、建て替
えなのか、全面改装なの
か、あるいは部分改修な
のか、議会として一定の
方向性を示せるよう意
見集約したいと考えて
おります。
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一 般 質 問

問

答

防災倉庫設計委託入札は
入札及び落札金額は
正当に処理されている

瀧
口
議
員

防
災
倉
庫
設
計
監
理
委
託

入
札
は
妥
当
か
。

町
長

入
札
事
務
は
、﹁
入
札
・
契

約
手
続
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
﹂に
基
づ
い
て
執
行
し
、今

回
の
入
札
並
び
に
落
札
金
額

に
つ
い
て
も
正
当
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

瀧
口
議
員

今
日
の
落
札
金
額
２
３
６

万
５
千
円
は
、
入
札
予
定
価

格
の
89
・
４
％
で
、
通
常
、

85
％
を
超
え
れ
ば
談
合
を
疑

わ
れ
ま
す
。ま
た
、一
般
住
宅

で
は
設
計
金
額
は
工
事
金
額

の
３
・
５
％
と
言
わ
れ
て
お

り
、
防
災
倉
庫
建
設
工
事
金

額
が
２
千
３
７
１
万
６
千
円

と
す
る
と
83
万
円
で
済
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

町
長

今
回
の
事
業
の
設
計
に
つ

い
て
は
、
国
庫
補
助
対
象
事

業
で
あ
り
、
国
・
県
の
設
計

基
準
に
基
づ
い
て
積
算
し
て

お
り
、
標
準
的
な
価
格
の
材

料
費
や
労
務
費
を
用
い
て
標

準
的
な
施
工
を
実
施
し
た
場

合
の
標
準
的
な
価
格
を
予
定

価
格
と
し
て
設
計
し
て
お
り

ま
す
。

な
お
、町
は
入
札
の
際
に
、

外
部
か
ら
不
正
が
行
わ
れ
て

い
る
と
の
情
報
が
入
っ
た
場

合
や
、
低
入
札
が
行
わ
れ
た

場
合
は
、
西
桂
町
公
正
入
札

調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
調

査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

瀧
口
議
員

だ
る
ま
石
・
都
留
宝
・
旧

大
和
村
林
道
・
観
光
災
害
道

路
建
設
は
。

町
長

現
在
の
山
梨
県
地
域
森
林

計
画
で
は
、
平
成
18
年
度
に

国
・
県
の
事
業
見
直
し
に
お

い
て
、
林
道
整
備
の
必
要
性

及
び
費
用
対
効
果
を
検
討
し

た
結
果
、
林
道
建
設
の
実
施

は
困
難
と
の
結
論
に
至
り
、

計
画
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

瀧口幸男 議員 

防災倉庫工事予定箇所を視察する町議会

今
後
は
、
富
士
吉
田
市
並

び
に
都
留
市
の
計
画
や
意
見

を
聞
く
中
で
、
多
角
的
な
方

面
か
ら
広
域
林
道
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

瀧
口
議
員

三
ツ
峠
山
裾
野
林
道
整
備

拡
張
の
件
、
重
ね
て
知
事
に

お
伝
え
し
て
く
だ
さ
い
。

町
長

林
道
整
備
に
つ
い
て
は
、

適
正
な
森
林
施
業
の
推
進
、

林
業
生
産
性
の
向
上
等
を
目

的
と
し
て
お
り
、
現
時
点
に

お
い
て
は
県
の
計
画
に
無
い

中
、
調
査
・
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

問
 
子
供
子
育
て
支
援
会
議

の
設
置
目
的
は
。

町
長

事
業
計
画
に
住
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
。

問
 
町
の
未
来
像
、
活
力
を

ど
う
作
り
だ
す
か
。

町
長

町
民
参
加
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
だ
と
考
え

ま
す
。

問答

下
暮
地
林
道
建
設
は

広
域
林
道
の
必
要
性
を

調
査
・
研
究
す
る
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一 般 質 問
郷田和美 議員 

問

答

人口減少社会への対応は
子育て支援事業の展開
高齢者就業機会の拡大

郷
田
議
員

超
高
齢
化
社
会
と
人
口
減

少
社
会
へ
の
対
応
は
。

町
長

子
育
て
中
の
家
庭
支
援
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
の
充
実
を
図
り
、
 西
桂
保

育
所
に
お
い
て
は
、
一
時
保

育
、延
長
保
育
、未
満
児
の
受

け
入
れ
、学
童
保
育
で
は
、今

年
度
よ
り
小
学
６
年
生
ま
で

の
学
童
を
午
後
７
時
ま
で
受

け
入
れ
と
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
保
護
者
の

希
望
に
可
能
な
限
り
沿
う
よ

う
対
応
し
た
い
。

な
お
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
育
児
等
の
援
助
を
受
け

た
い
人
と
行
い
た
い
人
が
会

員
と
な
り
、
助
け
合
う
組
織

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

今
後
も
、
西
桂
町
子
ど
も

子
育
て
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
時
代
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
各
種
の
子
育
て
支
援

事
業
の
展
開
に
努
め
て
い
く

と
と
も
に
、
行
政
と
町
民
が

共
通
の
認
識
を
持
ち
、
創
意

と
工
夫
を
凝
ら
し
協
働
の
精

神
で
取
り
組
み
ま
す
。

郷
田
議
員

高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番

づ
く
り
の
お
考
え
は
。

町
長

多
様
な
形
態
に
よ
る
雇

用
・
就
業
機
会
の
確
保
が
図

ら
れ
る
取
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

郷
田
議
員

今
後
の
町
地
域
防
災
計
画

の
修
正
と
見
直
し
は
。

町
長

現
在
、
修
正
案
と
山
梨
県

地
域
防
災
計
画
の
整
合
性
を

図
る
べ
く
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

修
正
内
容
の
主
な
も
の
は
、

﹁
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活

動
内
容
﹂﹁
防
災
施
設
及
び
防

災
資
機
材
の
整
備
・
拡
充
計６月２９日実施、ポンプ中継送水訓練

画
﹂﹁
孤
立
地
区
対
策
﹂﹁
雪

害
対
策
﹂﹁
帰
宅
困
難
者
予
防

対
策
﹂﹁
避
難
行
動
要
支
援
者

等
支
援
対
策
﹂﹁
土
砂
災
害
警

戒
区
域
に
お
け
る
措
置
﹂﹁
自

衛
隊
の
災
害
派
遣
要
請
﹂
及

び
気
象
業
務
法
改
正
に
伴
う

特
別
警
報
を
迅
速
か
つ
確
実

に
住
民
へ
の
周
知
等
で
あ
り

ま
す
。

今
年
度
中
に
計
画
書
の
発

行
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
合
わ
せ
女
性
目
線

で
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
防
災
備
蓄
計
画
の
修
正

を
進
め
ま
す
。

郷
田
議
員

災
害
時
等
の
避
難
勧
告
発

令
に
一
定
基
準
の
事
前
設
定

と
、
町
長
判
断
の
サ
ポ
ー
ト

は
。町

長
発
令
基
準
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と

同
時
に
進
め
て
お
り
、
甲
府

地
方
気
象
台
へ
助
言
を
お
願

い
致
し
ま
し
た
。

問答
地
域
防
災
計
画
見
直
し
は

県
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
今
年
度
中
に
見
直
す
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小
山
議
員

除
雪
機
の
配
備
に
つ
い
て
、

ま
ず
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
、
い
き
い

き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保

育
所
へ
、
ま
た
下
暮
地
泉
が

丘
地
区
、倉
見
松
久
保
地
区
、

更
に
は
未
整
備
の
４
地
区
へ

の
配
備
を
早
急
に
予
算
化
し
、

実
現
し
て
は
。

町
長

日
本
列
島
は
、
夏
は
亜
熱

帯
、冬
は
寒
冷
地
帯
と
な
り
、

国
土
の
70
％
が
山
間
地
で
あ

る
た
め
、
豪
雪
地
帯
は
51
％

に
及
ぶ
広
い
面
積
を
占
め
て

お
り
ま
す
。こ
の
た
め
、近
年

の
異
常
気
象
に
よ
り
、
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
豪
雪
、雪
崩

に
襲
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

当
町
に
お
い
て
も
、
寒
冷
地

帯
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
認

識
を
も
ち
、
豪
雪
を
想
定
し

た
準
備
と
覚
悟
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

除
雪
対
策
は
、
行
政
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
の
で
、自
助
、共
助

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
町

民
皆
様
の
協
力
と
意
識
付
け
、

及
び
行
政
の
体
制
作
り
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。昨

年
度
上
町
区
に
お
い
て
、

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
補
助
を
受
け
て
整
備
し

た
除
雪
機
は
、
共
助
の
観
点

か
ら
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

補
助
金
は
、
申
請
か
ら
分
配

ま
で
約
２
年
が
必
要
で
あ
り
、

原
資
が
宝
く
じ
の
売
り
上
げ

の
一
部
で
あ
る
た
め
、
申
請

し
て
も
受
け
ら
れ
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
の
で
、町
で
は
、区

及
び
公
共
施
設
へ
の
除
雪
機

の
配
備
に
つ
い
て
は
、
町
単

独
事
業
と
し
、区
へ
は﹁
西
桂

町
地
域
防
災
力
強
化
補
助

金
﹂等
で
配
備
で
き
る
よ
う
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
公
共
施
設
へ
の
配
備
に

つ
い
て
も
検
討
し
、
順
次
整

備
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

小
山
議
員

ご
承
知
の
よ
う
に
大
雪
に

対
す
る
住
民
の
関
心
は
非
常

に
高
い
も
の
が
あ
り
、
柿
園

区
の
あ
る
組
で
は
組
独
自
で

除
雪
機
の
配
備
を
検
討
し
た

い
と
の
話
も
聞
き
及
ん
で
お

り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
町

長
ご
答
弁
の
施
策
を
速
や
か

に
実
現
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

問答

公
共
施
設
へ
の
除
雪
機
の
配
備
は

各
区
公
民
館
へ
の
配
備
に
補
助
金

公
共
施
設
へ
の
配
備
を
順
次
行
う

2月の大雪災害では上町
除雪機が活躍しました。

一 般 質 問
小山正則 議員 



­15­

一 般 質 問

岩
田
議
員

保
育
料
は
、
同
時
に
２
名

以
上
の
入
所
の
場
合
、
第
２

子
半
額
、
第
３
子
以
降
無
料

で
す
が
、
同
時
に
二
人
以
上

の
入
所
は
ま
れ
で
、
実
質
的

な
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る
ケ
ー

ス
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、同
時
入
所
、こ
の

大
枠
を
撤
廃
し
た
ら
ど
う

か
、
上
の
子
が
小
学
校
に
入

学
し
て
も
、
第
２
子
は
第
２

子
の
恩
恵
、ま
た
、第
３
子
は

第
３
子
の
恩
恵
が
卒
園
ま
で

受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
な

ん
と
か
配
慮
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

町
長

現
在
、
西
桂
保
育
所
に
は

１
０
８
人
の
入
所
児
童
が
お

り
、
保
育
料
収
入
は
３
千
２

１
６
万
円
を
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。そ
の
内
、現
制
度
で
２

人
目
と
し
て
軽
減
を
受
け
て

い
る
児
童
は
18
名
で
あ
り
、

３
人
目
の
減
免
対
象
は
お
り

ま
せ
ん
。

議
員
ご
指
摘
の
就
学
前
児

童
と
い
う
枠
を
撤
廃
し
た
場

合
、
平
成
25
年
度
を
基
準
と

し
て
試
算
す
る
と
、
第
２
子

は
45
人
が
対
象
で
４
３
１
万

円
の
減
収
、ま
た
、第
３
子
は

24
人
で
５
２
１
万
円
の
減
収

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

西
桂
保
育
所
費
の
現
状
は
、

約
４
千
万
円
の
財
源
不
足
を

町
税
や
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
で
措
置
し
て
い
る
現

状
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
の

財
政
悪
化
も
懸
念
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
夫
婦
が
子
供
を

あ
き
ら
め
る
背
景
に
は
経
済

的
理
由
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

少
子
化
の
有
効
な
対
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
西
桂
保
育
所
の
保
育
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
一
層
図
る

中
で
、国
の﹁
骨
太
方
針
﹂や

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

の
詳
細
を
見
極
め
る
と
と
も

に
、
国
・
県
の
平
成
27
年
度

予
算
を
把
握
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

岩
田
議
員

山
中
湖
村
の
保
育
所
は
、

平
成
17
年
４
月
よ
り
、
第
３

子
以
降
を
対
象
に
、
就
学
前

２
年
間
保
育
料
を
免
除
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
設
定

も
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

町
長

提
案
の
件
は
、
子
育
て
支

援
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
と
し

て
捉
え
て
ま
い
り
た
い
。

岩田裕展 議員 

問答

第
２
子
、
第
３
子
保
育
料
の

軽
減
拡
大
を

有
効
な
対
策
の
ひ
と
つ

国
・
県
の
動
向
を
見
て
検
討
す
る

保育所事業の状況
お泊まり保育、虫歯予防教室



一 般 質 問

問

答

美しい町づくりの施策は
まちづくりの将来像や目標に
沿って進めていきたい

藤
江
議
員

景
観
計
画
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
美
し
い
町
づ
く
り

の
施
策
は
。

町
長

現
時
点
に
お
い
て
は
色
調

に
つ
い
て
町
か
ら
の
推
奨

や
、
あ
る
一
定
の
配
色
の
指

定
は
し
て
お
ら
ず
、
助
成
も

考
え
て
い
ま
せ
ん
。﹁
落
ち
着

い
た
色
彩
で
周
辺
と
調
和
が

と
れ
て
い
る
こ
と
﹂
と
い
う

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置

づ
け
た
ま
ま
、
届
出
に
対
す

る
審
査
の
中
で
物
件
ご
と
に

検
討
協
議
を
し
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
す
。

西
桂
町
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
地
域

別
の
ま
ち
づ
く
り
方
針
が
定

め
ら
れ
、倉
見
地
域
は﹁
清
流

が
輝
く
交
流
の
ま
ち
﹂、小
沼

地
域
は
﹁
歴
史
と
文
化
を
感

じ
る
ま
ち
﹂、下
暮
地
地
域
は

﹁
緑
と
清
流
と
文
化
を
育
む

ま
ち
﹂
と
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
や
目
標

に
沿
っ
て
景
観
計
画
や
都
市

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

西
桂
町
の
発
展
に
つ
な
が
る

景
観
形
成
＋
観
光
振
興
に
つ

い
て
も
、
当
町
の
個
性
を
生

か
し
魅
力
的
な
景
観
形
成
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
地
域

の
歴
史
や
文
化
・
自
然
を
象

徴
す
る
資
源
等
を
積
極
的
に

保
全
し
、
こ
れ
ら
を
核
と
し

た
景
観
形
成
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
景
観
計

画
で
は
こ
れ
ら
を
景
観
資
源

と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
保

全
・
活
用
を
図
る
こ
と
と
し

藤
江
議
員

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
の

安
全
対
策
は
。

町
長

県
道
７
１
８
号
富
士
吉
田

西
桂
線
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
倉
見
区
か
ら
県
道
と

町
道
の
交
差
点
を
通
行
す
る

歩
行
者
及
び
車
両
の
安
全
確

保
が
図
ら
れ
る
ま
で
一
部
供

用
開
始
時
期
の
延
期
要
請
が

藤江雅江 議員 

県道富士吉田西桂線を視察する町議会

出
さ
れ
て
い
る
中
、
富
士
東

部
建
設
事
務
所
及
び
県
交
通

規
制
課
に
倉
見
区
と
も
ど
も

安
全
確
保
へ
の
働
き
か
け
を

強
め
、
特
に
通
学
中
の
児
童

の
安
全
確
保
の
た
め
、
万
全

な
体
制
で
の
供
用
開
始
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ま
た
、
町
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
連
絡
会
に
対
し
、
県
道
富

士
吉
田
西
桂
線
供
用
開
始
に

伴
う
対
策
検
討
会
議
の
開

催
、
及
び
児
童
が
通
学
路
と

し
て
通
行
し
て
い
る
県
道
交

差
点
２
ケ
所
へ
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
の
見
守
り
活
動
の
派

遣
要
請
を
す
る
な
ど
、
で
き

る
こ
と
か
ら
早
期
に
実
施
し

ま
す
。

県
で
予
定
し
て
い
る
半
年

後
の
一
部
供
用
開
始
を
前
に
、

歩
行
者
や
通
行
車
両
の
安
全

確
保
の
た
め
、
倉
見
区
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

藤
江
議
員

６
月
20
日
の
こ
と
、
天
久

保
地
区
に
通
じ
る
十
字
路
に

て
交
通
事
故
が
発
生
を
し
ま

し
た
。
県
道
富
士
吉
田
西
桂

線
の
安
全
対
策
に
ご
尽
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問答

県
道
の
安
全
対
策
は

必
要
な
対
策
が
取
ら
れ

る
よ
う
県
に
要
請
す
る

­16­

平
成
26
年
６
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て
い
ま
す
。

景
観
計
画
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
景
観
形
成
拠
点
の
多
く

は
、
観
光
振
興
の
拠
点
と
も

な
っ
て
お
り
、
景
観
形
成
と

観
光
振
興
を
リ
ン
ク
さ
せ
町

の
発
展
に
繋
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。



一 般 質 問
小林 剛 議員 
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問

答

教育環境整備の実施は
県全体で取り組むよう県へ
要請、町では検討中

小
林
議
員

県
内
で
小
中
学
生
対
象
の

土
曜
補
習
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当
町
の
予
定
は
。ま
た
小

学
校
空
き
教
室
の
将
来
的
有

効
利
用
に
つ
い
て
は
。

教
育
長

昨
年
、
学
校
教
育
法
施
行

規
則
が
改
正
さ
れ
、
公
立
学

校
で
教
育
委
員
会
の
判
断
で

土
曜
日
に
授
業
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
山
梨
県
教
育
委

員
会
主
導
に
よ
り
甲
州
市
・

都
留
市
・
富
士
川
町
・
南
部

町
の
４
市
町
が
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

で
は
山
梨
県
は
決
し
て
上
位

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
南
都
留

市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

を
通
じ
、
平
成
27
年
度
県
教

育
施
設
並
び
に
予
算
に
関
す

る
要
望
書
に
、
土
曜
授
業
に

つ
い
て
、
県
の
施
策
と
し
て

教
育
課
程
に
位
置
付
け
、
県

全
体
で
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
と
の
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。今
後
は
、県
に
積
極
的

に
働
き
か
け
る
と
同
時
に
、

町
と
し
て
も
土
曜
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。︻

欧
米
並
み
の
30
人
学
級

の
導
入
が
実
現
し
ま
す
と
、

現
状
の
教
室
数
が
必
要
で
す
。

町
長
談
︼当
町
の
場
合
、30
人

学
級
の
研
究
校
と
し
て
の
環

境
に
つ
い
て
は
整
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
県
に
積
極
的
に

働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

小
林
議
員

今
や
多
く
の
登
山
者
が
訪

れ
る
倉
見
山
。
ク
マ
ガ
イ
ソ

ウ
見
学
者
の
増
加
も
あ
り
、

町
へ
の
経
済
効
果
が
今
後
の

課
題
で
す
。
ど
の
よ
う
な
施

策
を
準
備
し
対
応
す
る
の
か
。

町
長

倉
見
山
の
登
山
道
整
備
は
、

平
成
21
年
度
に
倉
見
厄
神
社

と
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
２
箇
所

を
出
発
又
は
到
着
地
点
と
し倉見山登山ルートの現状

問答
倉
見
山
の
観
光
施
策
は

地
域
住
民
に
よ
る
推
進
体

制
を
構
築
し
て
取
り
組
む

た
現
在
の
周
回
ル
ー
ト
を
形

成
し
ま
し
た
。

新
た
な
ル
ー
ト
整
備
に
は

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
当
面
は
現
行
ル
ー

ト
を
推
奨
し
、
西
桂
町
を
基

点
と
し
た
現
行
の
倉
見
山
登

山
ル
ー
ト
の
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

様
々
な
観
光
施
策
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
の
英
知
を
結

集
し
、
関
係
団
体
及
び
地
域

住
民
に
よ
る
推
進
体
制
を
構

築
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
経
済
効
果
の
具
体
的

目
標
値
を
数
値
化
す
る
こ
と

の
重
要
性
は
十
分
認
識
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
 
三
つ
峠
駅
周
辺
整
備
は
。

町
長

執
行
部
内
で
協
議
中
。

問
 
町
内
技
術
者
集
団
を
活

用
し
た
事
業
展
開
は
。

町
長

公
共
事
業
は
で
き
る

限
り
町
内
業
者
を
活
用
す
る

よ
う
努
め
る
。
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平
成
26
年
６
月
定
例
会
・
委
員
会
事
務
調
査

営
委
員
会
が
担
当
し
て
、
２

年
間
35
回
に
わ
た
っ
て
協
議

を
い
た
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
よ
り
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
を
住
民
に
き
ち
ん
と
伝
え

て
、
議
員
が
代
わ
っ
て
も
議

会
改
革
を
継
続
し
て
い
く
と

い
う
捉
え
方
で
す
。

主
な
質
疑
・
意
見

問
 
議
会
基
本
条
例
を
作
る

上
で
良
か
っ
た
こ
と
は
。

議
長

議
会
運
営
の
方
法
は
、

時
代
に
よ
っ
て
変
化
を
し
て

い
き
ま
す
。
全
会
一
致
と
い

う
ル
ー
ル
は
分
か
り
や
す

く
、
時
代
に
合
わ
せ
て
一
部

改
正
も
や
っ
て
お
り
ま
す
。

問
 
反
問
権
は
、
議
員
の
質

問
の
主
旨
を
確
認
す
る
範
囲

で
運
用
さ
れ
て
い
る
議
会
が

あ
り
ま
す
が
。

副
議
長

そ
の
よ
う
な
形
の

運
用
で
は
、
傍
聴
さ
れ
て
い

る
町
民
に
納
得
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
。

問
 
葉
山
町
は
、
町
村
議
員

報
酬
が
全
国
で
も
一
番
高
い

と
い
う
こ
と
で
す
が
。

議
長

私
共
は
専
門
職
で
な

い
と
議
員
は
や
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、若
い
方
達
が
、例

え
ば
妻
子
を
養
う
、
子
ど
も

を
大
学
に
行
か
せ
る
く
ら
い

の
歳
費
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
 
葉
山
町
の
議
会
報
告
会

で
す
が
、
専
門
的
な
質
疑
応

答
が
出
て
い
て
、
私
共
で
は

対
応
困
難
と
感
じ
ま
し
た
。

議
長

町
民
の
中
で
も
議
会

の
こ
と
を
良
く
ご
存
知
な
方

達
が
ず
ら
り
と
揃
っ
た
と
い

う
感
じ
で
専
門
的
な
ご
質
問

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
 
西
桂
町
で
は
議
員
は
地

区
代
表
と
い
う
よ
う
な
意
識

が
あ
る
の
で
す
が
。

議
長

６
カ
村
が
合
併
し
た

当
初
は
、
字
の
代
表
者
が
議

員
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
今
は
字
を
意
識
し
て

発
言
す
る
議
員
は
あ
ま
り
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
事
務
局
長
説
明

葉
山
町
議
会
の
概
要

平
成
21
年
６
月
の
議
会
基

本
条
例
制
定
後
の
主
な
取
り

組
み
は
、
委
員
会
の
傍
聴
を

制
限
公
開
か
ら
原
則
公
開
に

改
め
、町
民
と
の
対
話
は
、そ

の
時
々
の
行
政
課
題
等
を
考

慮
し
、
報
告
会
に
す
る
と
か

意
見
交
換
会
に
す
る
と
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

議
会
運
営
委
員
長
説
明

議
会
活
性
化
へ
の
取
組
み

議
会
基
本
条
例
に
は
、
全

議
員
が
一
致
し
た
項
目
は
入

れ
る
、
一
致
で
き
な
い
も
の

は
入
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
執

行
部
か
ら
の
反
問
権
は
、
議

員
間
の
意
見
が
一
致
し
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
条
例
に
は
入

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
議
会
運

議会改革検討特別
委員会では、町議会議
員全 10名にて、平成
26 年 4 月 18 日に県
外行政視察を実施い
たしました。
議会活性化への取

り組みの先進事例の
研修として、先進議会
であります神奈川県
葉山町議会を視察し
ました。

調査事項
議会改革検討委員会
4月18日実施

葉山町議会本会議場にて葉山町議会説明議員の皆さん

結果 議会活性化への取り組み
について先進事例を研修

神奈川県葉山町議会を視察
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問

団
体
名
は
。

牛
田
さ
ん

い
き
い
き
交
流

会
倉
見
ほ
ほ
え
み
の
会
で
す
。

問

代
表
者
の
お
名
前
は
。

牛
田
さ
ん

牛
田
嘉
美
で
す
。

問

会
の
活
動
目
的
は
。

牛
田
さ
ん

介
護
保
険
を
使

わ
な
い
よ
う
に
、
家
か
ら
出

て
き
て
、
お
年
寄
り
に
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

問

活
動
内
容
は
。

牛
田
さ
ん

平
成
17
年
８
月

よ
り
活
動
が
始
ま
り
、
倉
見

公
民
館
で
毎
月
第
３
金
曜
日
、

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
１

時
頃
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

参
加
者
は
町
の
規
約
で
決

め
ら
れ
て
お
り
、
70
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
の

方
、
ま
た
は
80
歳
以
上
の
同

居
高
齢
者
で
、
現
在
18
名
が

参
加
し
て
い
ま
す
。
会
を
運

営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
19

名
で
す
。
倉
見
で
は
民
生
委

員
を
務
め
ら
れ
た
方
が
協
力

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

問

現
在
、
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
。

牛
田
さ
ん

年
間
予
定
表
に

基
づ
い
て
行
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
日
は
大
正
琴
の
演

　

い
き
い
き
交
流
会

  

倉
見
ほ
ほ
え
み
の
会

い
き
い
き
交
流
会

  

倉
見
ほ
ほ
え
み
の
会

い
き
い
き
交
流
会

  

倉
見
ほ
ほ
え
み
の
会

い
き
い
き
交
流
会

  

倉
見
ほ
ほ
え
み
の
会

奏
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
次
回
は
七
夕
で
す
。

問

町
民
や
行
政
、
議
会
に

望
む
こ
と
は
。

牛
田
さ
ん

会
の
活
動
が
全

部
に
は
浸
透
し
て
い
な
い
の

で
、
参
加
さ
れ
な
い
お
年
寄

り
に
会
の
楽
し
さ
を
知
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
民
生
委
員
さ
ん
、

議
員
さ
ん
に
も
協
力
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
末
端
で

は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
の
で
、

町
全
体
で
仲
良
く
取
り
組
め

た
ら
と
思
い
ま
す
。

取材日：６月 20日
藤江議員、柏木議員

代表：牛田 嘉美 

ボランティア会員の皆さんボランティア会員の皆さん

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

年に 1回清拭布を縫
って、いきいき健康
福祉センターに寄付
をしています。



聞かせて
よ！　　を取材しました　　を取材しました　　を取材しました

歩け歩け運動歩け歩け運動歩け歩け運動

編
集
委
員
長
　
藤
江
　
雅
江

副
委
員
長
　
柏
木
　
　
正

委
　
　
員
　
小
山
　
正
則

委
　
　
員
　
渡
辺
　
　
隆

委
　
　
員
　
井
上
　
秀
樹

発行人／西桂町議会議長 槇田則夫    編集／西桂町議会広報編集委員会

取材日：5月 25日、藤江議員

日
向
ひ
な
た

優ゆ
う

樹き

さ
ん
、
和か
ず

江え

さ
ん
、

凌
玖

り

く

ち
ゃ
ん
、
悠
介
ゆ
う
す
け

ち
ゃ
ん

問

参
加
し
て
の
感
想
は
。

和
江
さ
ん

町
外
者
で
す

が
、実
家
が
倉
見
で
昔
か
ら

参
加
し
て
い
ま
す
。

優
樹
さ
ん

家
族
で
参
加

で
き
ま
す
し
、良
い
イ
ベ
ン

ト
だ
と
思
い
ま
す
。

問

外
か
ら
の
町
の
印
象

は
。

優
樹
さ
ん

夏
ま
つ
り
や

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
等
、西
桂
な

ら
で
は
の
行
事
に
参
加
で

き
て
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

問

参
加
し
て
の
感
想
は
。

憲
一
さ
ん

初
参
加
で
す
。

休
憩
所
が
あ
り
知
り
合
い

も
い
た
の
で
歩
き
や
す
い

で
す
。

問

町
に
要
望
す
る
こ
と

は
。

憲
一
さ
ん

通
学
路
に
見

守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
い
て
感
謝
し
て
い

ま
す
が
、国
道
を
渡
る
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
、そ
こ
に
押

し
ボ
タ
ン
信
号
等
を
設
置

し
て
く
れ
る
と
安
心
で
す
。

郷
ごう

田
た

光永
みつなが

さん、和
かず

美
み

さん、陸
りく

斗
と

ちゃん、七
なな

海
み

ちゃん
問

参
加
し
て
の
感
想
は
。

光
永
さ
ん

下
暮
地
住
民
で
す
が
、
こ

う
い
う
機
会
に
登
る
と
気
持
ち
が
良
い

で
す
。

問

三
ツ
峠
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
。

光
永
さ
ん

情
報
発
信
を
や
ら
れ
る
と

良
い
の
で
は
。

問
 
町
に
要
望
す
る
こ
と
は
。

光
永
さ
ん

よ
り
住
み
よ
い
町
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
思
い
ま
す
。

憩いの森、終点です。おめでとうございます。

議
会
の
傍
聴
を
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
定
例
会
は
９
月
中
旬
で
す
。

詳
細
は
９
月
５
日
頃
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
公
表
し
ま
す
。

前ま
え

田だ

憲
一

け
ん
い
ち

さ
ん
、
虹
呼

に

こ

ち
ゃ
ん

言ってみ
たい！

豚汁の提供
ありがとうございました。


